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����コントロールシリンジ
インジェクション イノベーション

着脱容易 安全性の向上

スリップリング テクノロジー



既存のコントロールシリンジ
コントロールシリンジはアンギオ下で粘性の造影剤、薬剤、生食水などを注入するのに用いられています。
2種類のコントロールシリンジが存在します : 固定式ルアーロックとローテーター付

一体成型のオス型ルアーロック

カテーテルやマニホールドとの接続からの空気混入
がない

他のデバイスとの接続部分が回転しないのでコントロール
が持ちにくい角度になる事がある

ロック型

ツーピース構造のOリング入りルアーロック

他のデバイスとの接続部分が回転出来るのでコントロール
を持ちやすい角度に変えられる

強く固定しにくく、ローテーターがぐらつきやすい。そのため
接続部からの空気混入による空気塞栓のリスクがある

ローテーター付

 コントロールシリンジ ‒ スリップリング テクノロジー 
固定式ルアーロックとローテーター付の利点が組み合わさりました

ローテーティング
ハンドルリング

固定式ルアーロック
接続

一体成型のルアーロックデザインにより、
カテーテルやマニフォールドと接続しても
しっかりした固定、エアー混入しない、
ぐらつきません

ハンドルリングがシンダー周りを自由に回転。
他のデバイスとの接続がしやすくなり、
持ちやすい方向にハンドルリングを回転出来ます

一体成型のオス型ルアーロック

カテーテルやマニホールドとの接続からの
空気混入がない

他のデバイスとの接続部分が回転しないので
コントロールが持ちにくい角度になる事がある

ローテーティングルアー (現在)
ぐらついたり、

エアー混入の可能性がある

ルアー
一体型デザインでしっかりした固定と
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